























































4 職場内研修一oJ T (on-the-job training ) 
学校現場は授業の他にも、生徒指導、文書作成、成績処理、部活動、保護者との対応など、仕事は
多岐にわたります。教員はオールマイティではありません。生徒指導も保護者対応も戸惑うことはし
ばしばです。生徒の行動や考え方、保護者の考え方が、教員や学校の価値観と異なることもあります。
保護者の生きざまを理解することが生徒理解につながり、生徒指導に役立ちます。
文書作成が苦手な人もいると思います。文書作成は「学ぶは真似るJで、フォームを理解し、中身は「簡
潔・濃密・平明」に書くことに留意してください。この言葉は私が学級通信をつくっていたころ、当
時の校長から教わりました。「文は人なり」と言いますが、文章を書くのは何年たっても難しいもので
す。部活動もあまり経験のない部の顧問になった場合など、負担になることも正直あります。
授業、生徒指導、会議、部活動、教材研究と、しんどい日は多いですが、日ごろから同僚とのコミュ
ニケーションを図り、なんでも相談できるような人間関係づくりに留意してください。私は新卒のこ
ろから(実は、何年たっても)、新教材になると、授業前は不安で、、同僚教員によく教えてもらいまし
た。日々の研鏡、職場内研修こそ、生徒を見る目を養い、教員の資質向上につながります。
5 専門分野を磨く、人聞を磨く
私は地理学専攻の社会科教員ですが、阪急岡本駅から甲南大学までの景観にも興味があります。天
上川の川底と周りの地形はどうなっているのか。住宅はいつごろからできたのか。甲南大学の標高は
およそ何mか。甲南大学付近の坂と住吉川や六甲山系との関係はどうなっているのか。教員には得意
とする分野があるはずです。自分の興味関心のある分野は問題意識をもって磨いてください。
学校教育の相手は、順風満帆に生活してきた生徒だけでなく、挫折や失敗を経験した生徒もいます。
そのような生徒を教え、育てるのですから、教職は生徒の成長の一端を担う重要な仕事です。教師を
目指すみなさんはさまざまな経験をとおして、また、書物や教育研究などから自身の人間性を磨いて
ください。応援しています。
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